





























































































































図 2で示すように，グループ 1が言語 A1（LanguageA1）であり，これは一般的に生徒の母語と
なっている言語である。グループ 2が言語 B（Language A2, B, ab initio）で生徒が選んだ第二言語か































表 2に示されるように，言語 A1のシラバスは上級レベル，標準レベルに関わらず，パート 1から
パート 4で構成されている。パート 1では世界文学，パート 2は精読，パート 3は物語・小説，パー
ト 4は，各学校で自由選択することになっている。各作品数は上級レベル／標準レベルによって異















  教材内容 教員対生徒 学年 学習形態  使用教材


















































究課題は，1と 2の課題に対して 1000－1500wordsで文章を書き IB機構へと送ることになる。この














































表 6.2　Japanese B SL
問題 D 中秋の名月 :月見とコンサート
問い




このイベントは，日本文化の とても いい けいけんに なるだろうと思いました。「留学 生交流の会」





パー 1，ペーパー 2と呼ばれ，2年間のプログラムの最終試験でそれぞれ 2時間の時間制限の中で仕
上げる。これは，それぞれ 25％の配分が行われている。世界文学研究課題は，1と 2の課題に対して
1000-1500wordsで文章を書き IB機構へと送ることになる。この研究課題は上級レベルでは 2点課さ





















































注⑴ PYP（Primary Years Programme＝初等教育課程）3歳から 12歳までを対象とする。
  MYP（Middle Years Programme＝中等教育課程）11歳から 16歳を対象とする。
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